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（浜松インドネシア友好協会写真） 

石川インドネシア友好協会は、１９８５年に設立されて以来、日本とインドネシア

の友好親善や相互の理解のため、留学生、実習生との交流や災害支援活動をは

じめ、インドネシアを広く紹介し、さまざまな情報提供活動を続けてまいりました。 

本年、当協会はお陰さまで設立３０周年を迎えました。これを記念して、１０月４

日、バリに嫁ぎ芸術・ビジネスなどの分野で広く活躍されています恵子・マンデラさ

んをお招きし、ＡＮＡクラウンプラザホテル金沢にて、「石川インドネシア友好協会

設立３０周年記念講演会」を開催致しました。ご後援や数多くの企業・団体からの

ご協賛を頂き、１００名を超える聴講者にご来場いただきました。 

マンデラさんは、愛知県で生まれ育った経験がヒンズー教のバリでも役立ち、古

い日本の文化と似ていることなどを紹介され、子育てや主婦として、また言葉や生

活での苦労など、様々なエピソードを交えながら熱心にお話しされました。 

また、息子さんの華麗なレゴンダンスの演舞も披露され、参加者にはインドネシ

アについて理解を深めていただく上で大変良い機会となったと思います。 

 

 

 

（恵子・マンデラの講演） 

（熱心にお話しを聴きました） 

 

 

 

（講演会・会場内） 

（バリへ嫁ぐきっかけや、子育てにまつわる

エピソードなどを話される恵子・マンデラさ

ん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（本場のレゴンダンス） （ティアラ・チャンティの歓迎の舞） 

 

講演会後に行われた「懇親会」では、インドネシアに関心や関わりのある方が大勢

参加され、みなさんと楽しく歓談され、穏やかな雰囲気の中で、心温まる交流を深め

られました。今回、駐日インドネシア大使ご夫妻がご臨席される予定でしたが、急な

用事でやむなくかないませんでしたが、大使館から、アグス公使参事官にお越しいた

だきました。 

また、県内在住の日本人バリ舞踊グループ「ティアラ・チャンティ」による美しいバリ

舞踊と、本場バリのレゴンダンスも披露されました。 

日本とインドネシアの友好関係を発展させる上で、草の根レベルの文化交流がと

ても大切であることを改めて実感させられました。 
 

 

 

（公使参事官の挨拶） 

（駐日インドネシア大使館公使参事官の
挨拶） 

 

 

（懇親パーティ会場） 

（交流をはかる） 

 

 

 

 

（石川インドネシア友好協会・集合写真） 

（懇親会に参加者のみなさん） 

 

 

当協会では、今後もこのような交流・

協力活動を続けていきたいと考えてお

ります。 

詳しい活動内容やニュースにつきま

しては、ホームページをご覧ください。 

http://indonesia-ishikawa.com 
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